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02 活用事例紹介 04 

k 
実施内容

沈下量把握
一

SARの干渉解析を用いた発電所設備の沈下量の把握

測量業務の効率化、 低価格化

解析結果をGISと組み合わせてダッシュボードを作成し、 施設の属性情報によ

るフィルタリング、 沈下傾向のグラフ化が可能となった

新大分火力発電所地盤変動モニタリング

フィルタ SARによる解析点の属性情
輯

貝施設の選択

冷却用水施設

大Iル燃料胞設

港造旋設

燃科旋設

荷揚胞設

1つ以上のエレメントに対
して選択セットが必蓉です

諸装置基礎

雑施設

雷気11!1係施投
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1つ以上のエレメントに対して選択セットが必要です
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03 光学衛星とAIによる樹冠検出サー ビス 結果②現地調査とAIの比較 13 

本数

現地計測：1,642本 AI判読：1,094本 ⇒ 精度66.63%

樹冠幅

現地計測の樹冠幅に対し、 AIの樹冠幅は小さく検出されている
⇒樹冠の重なり合いで小さく見えている可能性がある
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□AI検出 ハッチング：検出漏れ
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